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　クラスの中で、学習者がうまくできたとき、間違えた
なか がくしゅうしゃ ま ちが

とき、普段あなたはどのようにしていますか。
ふ だん

　今回は、教師の質問に答えたり、発表するなどの学習
こんかい きょう し しつもん こた はっぴょう がくしゅう

者の発話への対応の仕方について考えてみることにしま
しゃ はつ わ たいおう し かた かんが

しょう。

◆発話へのフィードバック
はつ わ

　学習者の発話に対して、それが正しいか間違っている
がくしゅうしゃ はつ わ たい ただ ま ちが

か結果を知らせることを、フィードバックと言います。
けっ か し い

　クラスでのフィードバックには、正しいと伝えるもの
ただ つた

（肯定のフィードバック）と、間違っている、あるいは
こうてい ま ちが

もっといい言い方があるということを伝えるもの（否定
い かた つた ひ てい

のフィードバック）の２種類があります。
しゅるい

　授業ではさまざまな学習者が、それぞれのやり方で学
じゅぎょう がくしゅうしゃ かた がく

習を進めています。フィードバックは、そういった学習
しゅう すす がくしゅう

者個々の学習過程に働きかける有効な方法の一つです。
しゃ こ こ がくしゅう か てい はたら ゆうこう ほうほう ひと

また、フィードバックは、ある学習者によかったか悪かっ
がくしゅうしゃ わる

たかを示すだけでなく、日本語をもっと勉強したいとい
しめ に ほん ご べんきょう

う学習者のやる気（動機）を高めたり、クラス内のよい
がくしゅうしゃ き どう き たか ない

雰囲気作りをしたりすることにも役に立つようです（参
ふん い き づく やく た さん

考文献５.  p.188）。
こうぶんけん

◆フィードバックの流れ
なが

　学習者の発話へのフィードバックはどのような流れで
がくしゅうしゃ はつ わ なが

行われるのかを見てみましょう。
おこな み

　まず、学習者が発話したとき、それを聞いて、教師は
がくしゅうしゃ はつ わ き きょう し

フィードバックをするかしないか判断しなければならな
はんだん

いでしょう。学習者が間違えたからといっていつも必ず
がくしゅうしゃ ま ちが かなら

直さなければならないということではありません。授業
なお じゅぎょう

全体の流れなどを考慮して、フィードバックしない場合
ぜんたい なが こうりょ ば あい

もあるでしょう。

　もしフィードバックをすると判断した場合には、何を、
はんだん ば あい なに

いつ、どのように、フィードバックするか判断すること
はんだん

になります。以上の流れは下の図のようになります。
い じょう なが した ず

◆何をフィードバックするか
なに

　近年の言語習得研究では、学習者がする間違いは「学
きんねん げん ご しゅうとくけんきゅう がくしゅうしゃ ま ちが がく

習に必要な過程」と考えられています。したがって、教
しゅう ひつよう か てい かんが きょう

師は、「一つも誤りが起きないようにする」「誤りを見つ
し ひと あやま お あやま み

けたら全部直さなければならない」と考えるのではなく、
ぜん ぶ なお かんが

誤りを効果的に利用すると考えたほうがいいようです。
あやま こう か てき り よう かんが

　たとえば、下のように、コミュニケーションに関わる
した かか

大きな誤りから語句や発音などの小さな誤りまで段階的
おお あやま ご く はつおん ちい あやま だんかいてき

に分けて考えます。そして、大きな誤りについては、特
わ かんが おお あやま とく

に取り上げてフィードバックする、小さな誤りについて
と あ ちい あやま

は、一つ一つ取り上げない、発音練習の時間や文型のド
ひと ひと と あ はつおんれんしゅう じ かん ぶんけい

リルの時間に限ってフィードバックをする、というよう
じ かん かぎ

にフィードバックの仕方を区別することもできます。
し かた く べつ

授業のヒント
じゅ ぎょう

　今回は、学習者へのフィードバックの方法
こんかい がくしゅうしゃ ほうほう

を紹介します。特に、口頭練習や会話練習の
しょうかい とく こうとうれんしゅう かい わ れんしゅう

中での学習者の発話に対するフィードバック
なか がくしゅうしゃ はつ わ たい

を取り上げます。
と あ

　　　・言語習得を助ける
げん ご しゅうとく たす

◎大きな誤り・・・意味や内容の間違い
おお あやま い み ないよう ま ちが

　　言っていることの意味がわからない、教師の意
い い み きょう し い

　　図を誤解している、事実と異なっている、など
と ご かい じ じつ こと

◎小さな誤り・・・形の間違い
ちい あやま かたち ま ちが

　　発音／ことば／文法などが正しくないけれども
はつおん ぶんぽう ただ

　　前後の意味から何を言っているか理解すること
ぜん ご い み なに い り かい

　　ができる、など

テーマ 学習者の発話に
がく しゅう しゃ はつ わ

フィードバックする

肯定のフィードバック？
こうてい

否定のフィードバック？
ひ てい

どのように？

今すぐ？
いま

活動の後で？授業後に？
かつどう あと じゅぎょう ご

いつ？

内容？（事実とちがっている…）
ないよう じ じつ

形？（発音、単語、文法、表現…）
かたち はつおん たん ご ぶんぽう ひょうげん

何を？
なに

する しない

フィードバック

学習者の発話
がくしゅうしゃ はつ わ

　　　・学習の動機を高める
がくしゅう どう き たか

　準備するもの
じゅん び

　　　・初級、中級、上級
しょきゅう ちゅうきゅう じょうきゅう

　　　・何人でも
なんにん

　　　・特になし
とく

　学習者のタイプ
がくしゅうしゃ

　クラスの人数
にんずう

　目的
もくてき
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◆いつフィードバックするか

　文型練習など形の正確さを高めるための練習のときに
ぶんけいれんしゅう かたち せいかく たか れんしゅう

は、フィードバックはできるだけ早く与えた方がよいと
はや あた ほう

言われています。学習者の答えが正しかったとき、ある
い がくしゅうしゃ こた ただ

いは間違っていたとき、その場ですぐフィードバックす
ま ちが ば

るとよいでしょう。

　しかし、ペアでのロールプレイやクラス全員の前での
ぜんいん まえ

発表などなめらかに話すための活動のときには、一々
はっぴょう はな かつどう いちいち

フィードバックすると、会話の邪魔になって、かえって
かい わ じゃ ま

学習者が話そうという気持ちをなくしてしまうかもしれ
がくしゅうしゃ はな き も

ません。そのような場合には、活動が終わってからまと
ば あい かつどう お

めてコメントをする、あるいは、気づいたことを書いた
き か

メモなどを授業の後で渡す、録音したテープを聞いてコ
じゅぎょう あと わた ろくおん き

メントをする、などの方法もあります。
ほうほう

◆どのようにフィードバックするか

１） 肯定のフィードバック
こうてい

　肯定のフィードバックには、「ほめる」と「答えが正
こうてい こた ただ

しいことを認める」の２つのタイプがあります。
みと

　「いいですね」「よくできました」「上手ですね」「すば
じょう ず

らしい！」などと言うのは、ほめる例です。
い れい

　また、学習者の反応が正しいことを示すには、うなずく、
がくしゅうしゃ はんのう ただ しめ

にっこり笑う、「はい」「はい、そうです」「正しいです」
わら ただ

「その通りです」と言うなどのやり方があります。
とお い かた

　肯定のフィードバックをもらって嫌な気持ちのする学
こうてい いや き も がく

習者は多くないはずです。教室では、その場に応じて、
しゅうしゃ おお きょうしつ ば おう

何種類か使い分けてみるとよいでしょう。
なんしゅるい つか わ

２） 否定のフィードバック
ひ てい

　否定のフィードバックは、学習者の発話が間違ってい
ひ てい がくしゅうしゃ はつ わ ま ちが

ること、適切ではないことを知らせるもので、はっきり
てきせつ し

知らせる“明示的な”方法と、遠回しに会話の流れを邪
し めい じ てき ほうほう とおまわ かい わ なが じゃ

魔しないように知らせる“暗示的な”方法の２種類に分
ま し あん じ てき ほうほう しゅるい わ

けられます。

２－１） 明示的な否定のフィードバック
めい じ てき ひ てい

　「間違いですよ！」と言ったり正しい形をすぐ示した
ま ちが い ただ かたち しめ

りする代わりに、
か

　学習者：（これは）私は撮った写真です。
がくしゅうしゃ わたし と しゃしん

　　教師：えっ？
きょう し

　学習者：あっ、私が撮った写真です。
がくしゅうしゃ わたし と しゃしん

                                     　　    （参考文献１.  p.120）
さんこうぶんけん

このように学習者に自分で気づかせるのも一つの方法です。
がくしゅうしゃ じ ぶん き ひと ほうほう

　また、学習者の誤りが生じたときに、教師がだまって
がくしゅうしゃ あやま しょう きょう し

人差し指を立てて示すようにするなど、前もって教室で
ひと さ ゆび た しめ まえ きょうしつ

のサインを決めておくこともできるでしょう。
き

　否定のフィードバックで気をつけたいことは、学習者
ひ てい き がくしゅうしゃ

を怖がらせないようにするということです。
こわ

　たとえば、次のような方法は、学習者のやる気を損ね
つぎ ほうほう がくしゅうしゃ き そこ

ずにフィードバックの効果があるでしょう。
こう か

　・ 学習者が自分で気づくように数秒間待ってみる。
がくしゅうしゃ じ ぶん き すうびょうかん ま

　・ 一人の学習者に対してではなく、クラス全体に向
ひとり がくしゅう しゃ たい ぜんたい む

かって誤りの訂正を行う。
あやま ていせい おこな

２－２）暗示的な否定のフィードバック
あん じ てき ひ てい

　下の例では、会話の自然な流れの中で、理解を確かめ
した れい かい わ し ぜん なが なか り かい たし

るような形でフィードバックしています。
かたち

　学習者Ａ： 明日の パーティー に何人 来ます わかりません 。
がくしゅうしゃ あし た なんにん き

　　   教師：そうですか。何人来るかわかりませんか。
きょう し なんにん く

また、次の例では、誤解を生むかもしれない学習者 B
つぎ れい ご かい う がくしゅう しゃ

の言い方を、もっと適切な表現に言い直すことによって
い かた てきせつ ひょうげん い なお

フィードバックしています。

　学習者 B：私は忙しいので行かないかもしれません。
がくしゅうしゃ わたし いそが い

　　  教師：  Ｂさんは行きたいけど、行けそうにないん
きょう し い い

ですね。

　もちろん自分の間違いについてフィードバックされたこ
じ ぶん ま ちが

とにまったく気づかない学習者もいることでしょうし、何
き がくしゅうしゃ なん

度も同じ間違いを繰り返す学習者もいることでしょう。でも、
ど おな ま ちが く かえ がくしゅうしゃ

学習者がおとなの場合には効果のある方法だと言えます。
がくしゅうしゃ ば あい こう か ほうほう い

　みなさんも自分のクラス、自分の学習者に合った方法
じ ぶん じ ぶん がくしゅうしゃ あ ほうほう

はどれか、いろいろ試してみてください。まずは自分は
ため じ ぶん

いつもどうやってフィードバックしているか、それに

よって授業や学習者にどのような影響があるか意識する
じゅぎょう がくしゅうしゃ えいきょう い しき

ことから始めてみてはいかがでしょうか。
はじ
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・ 動詞の形を変
どう し かたち か

えるドリルな

どでは、教師
きょう し

ではなく、学
がく

習者同士で間
しゅう しゃ どう し ま

違いを直し合
ちが なお あ

う。




